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学生の確保の見通し等を記載した書類 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生確保の見通し 

１）定員充足の見込み

本学環は，令和４年に設置予定の総合医薬学研究科（改組前 医学薬学教育部）と理工

学研究科（改組前 理工学教育部）の連係により設置する研究科等連係課程実施基本組織

であり，本学環への進学希望者の多くは，本学大学院の既設研究部・専攻への進学希望者

の中で，医薬理工融合教育・研究を志向する学生が中心であると考えられる。したがって，

入学者の属性についても基本的には連係元の組織とほぼ同じとなることを想定している。 

そのため，本学環が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の令

和３年１月時点で学士課程３年次の学生を中心に実施したアンケート結果に基づき，入

学定員は，総合医薬学研究科と理工学研究科の内数として，37名（総合医薬学専攻8名及

び理工学専攻29名）に設定した。（表１） 

表１ 医薬理工学環 プログラム別の募集人数 

プログラム名 募集人数 

創薬・製剤工学プログラム 10 

応用和漢医薬学プログラム ８ 

認知・情動脳科学プログラム ９ 

メディカルデザインプログラム 10 

総計 37 

①学内学生に対するアンケート結果，②学外からの入学者の実績，③改組前の組織全体

の入学者の実績の3つの観点から総合的に判断すると，本学環の入学定員37名は，充足で

きる見込みがあると言える。 

①学内学生に対するアンケート結果

本学学生に対するアンケートの結果，医薬理工学環の各プログラムに「ぜひ入学したい」

と回答した人数は，創薬・製剤工学プログラム10名相当，応用和漢医薬学プログラム7名

相当，認知・情動脳科学プログラム10名相当及びメディカルデザインプログラム10名相

当，合計で37名相当である。 

②学外からの入学者の実績

本学環の連係元の研究科の改組前の組織である医学薬学教育部及び理工学教育部の学

外からの入学者については，平成28年度から令和２年度の５年間の平均で38.4名である。
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また，そのうち24.2名は外国人留学生である。 

 

 ③改組前の組織全体の入学者の実績 

本学環の連係元の研究科の改組前の組織である医学薬学教育部及び理工学教育部入学

者については，平成28年度から令和２年度の５年間の平均で，医学薬学教育部は66名（入

学定員66名）であり，平均定員充足率は1.00倍，理工学教育部は272名（入学定員217名）

であり，平均定員充足率は1.25倍となっている。 

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  ①学内学生に対するアンケート結果 

   本学環が設置された際にストレートで入学することが見込まれる本学の４年制学士

課程の３年次の学生（令和３年１月時点）中心に，オンデマンドによる説明会を実施の

上，併せてアンケートを実施した（資料１）。なお，アンケート時は創薬・製剤工学研

究科連係課程，応用和漢医薬学研究科連係課程，認知・情動脳科学研究科連係課程及び

メディカルデザイン研究科連係課程の設置を想定し，これらの研究科連係課程を医薬

理工連係課程群と総称していたが，その後の検討の結果，新たに設置する新組織を４つ

のプログラムからなる「医薬理工学環」と変更している。学環内のプログラムとなった

もののプログラムの趣旨，概要及び教育内容等は，アンケート時の連係課程群の構想内

容とほぼ相違無いものである。 

  アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 

   創薬・製剤工学研究科連係課程 → 創薬・製剤工学プログラム 

   応用和漢医薬学研究科連係課程 → 応用和漢医薬学プログラム 

   認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 

   メディカルデザイン研究科連係課程 → メディカルデザインプログラム 

 

   アンケートへの回答は，全部で1,575件あり，うち1,250件が学部の３年次の学生であ

る。さらに，３年次の学生のうち，「本学大学院（修士，博士前期）への進学を考えて

いる」と回答した学生は360名であり，医薬理工学環の下に置く各プログラムに「ぜひ

入学したい」と回答した者の数は，次のとおりである。 

   創薬・製剤工学プログラム   ８名 

   応用和漢医薬学プログラム   ４名 

   認知・情動脳科学プログラム  ９名 

   メディカルデザインプログラム ７名 

   合計            ２８名 

 

   なお，今回の全学的な大学院改組では，２つ以上の研究科の緊密な連係による研究科

等連係課程実施基本組織を設置する構想としており，連係元の研究科と研究科等連係
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課程実施基本組織との間で，はっきりと決めきれない学生が出ることが想定されたた

め「㉑どのプログラム・研究科連係課程にするか迷っている」の選択肢を設け，具体的

な組合せを回答させている。この回答を選択した場合は，組合せの内容を按分してそれ

ぞれのプログラム等に加算した。按分したものを加算した結果は，次のとおりである。 

創薬・製剤工学プログラム   １０名 

応用和漢医薬学プログラム    ７名 

認知・情動脳科学プログラム ９.７名 

メディカルデザインプログラム １０名

合計 ３６.７名 

本アンケート結果により，医薬理工学環における各プログラムの募集人員を踏まえ

ると，創薬・製剤工学プログラムの100％（募集人員10名），応用和漢医薬学プログラム

の87.5％（募集人員8名），認知・情動脳科学プログラムの107.8％（募集人員９名），メ

ディカルデザインプログラムの100％（募集人員10名）を，本学学士課程からの進学者

により充足することが可能と考えられる。これに学外からの入学見込み者を加え，入学

定員を確保できる見込みである。 

②学外からの入学者の実績

本学環の連係元の研究科の改組前の組織である医学薬学教育部及び理工学教育部の学

外からの入学者については，平成28年度から令和２年度の５年間の内訳は表２のとおり

である。改組前の各教育部の学外からの入学者は，平成28年度から令和２年度の５年間の

平均で38.4名である。また，そのうち24.2名は外国人留学生である。 

学生は，医学部，薬学部に対応した総合医薬学研究科や理学部，工学部，都市デザイン

学部に対応した理工学研究科等，既設の学部に対応した研究科だけでなく，これら研究科

の連係により設置し横断的・融合的教育を行う，医薬理工学環や持続可能社会創成学環に

も各自の興味と志望に基づき進学することしている。 

総合医薬学研究科は入学定員の58名に加え本学環の入学定員として８名，理工学研究

科は入学定員の249名に加え本学環の入学定員として29名，持続可能社会創成学環の入学

定員として10名をそれぞれ設定している。よって，総合医薬学研究科と本学環との入学定

員の比率は58：8となり，理工学研究科と本学環及び持続可能社会創成学環との比率は

249：29：10となる。本学環の連係元の総合医薬学研究科，理工学研究科は，現在の医学

薬学教育部修士課程及び博士前期課程，理工学教育部修士課程からの改組により設置す

る研究科であり，本学環の入学者の属性についても基本的には，連係元の改組前の組織と

ほぼ同じとなることを想定している。これらを踏まえ入学定員数により按分すると，医学

薬学教育部の実績においては約2.1名（17.2名×8/66名），理工学教育部の実績においては

約2.1名（21.2名×29/288名）の計約4.2名が本学環に進学することがおおよそ想定される。 

前述の学内学生に対するアンケート結果から想定される進学者の数も踏まえると，定
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員を充足する水準にあると考えられる。 

表２ 医学薬学教育部及び理工学教育部における過去５年間の学外からの入学者数 

教育部 専攻名 種別 
平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30 

年度 

令和元 

年度 

令和 2 

年度 
平均 

医
学
薬
学
教
育
部 

医科学 

専攻 

学外出身者 11 2 8 4 1 5.2 

うち留学生 3 0 1 1 1 1.2 

看護学 

専攻 

学外出身者 4 5 5 2 3 3.8 

うち留学生 0 0 0 0 0 0 

薬科学 

専攻 

学外出身者 14 8 9 10 0 8.2 

うち留学生 14 8 9 8 0 7.8 

合計 29 15 22 16 4 17.2 

理
工
学
教
育
部 

理
学
領
域 

数学 

専攻 

学外出身者 0 0 0 0 0 0 

うち留学生 0 0 0 0 0 0 

物理学 

専攻 

学外出身者 0 0 1 0 0 0.2 

うち留学生 0 0 0 0 0 0 

理

工

学

教

育

部 

理

学

領

域 

化学専

攻 

学外出身者 2 0 1 2 1 1.2 

うち留学生 1 0 1 1 1 0.8 

生物学

専攻 

学外出身者 2 0 0 0 0 0.4 

うち留学生 1 0 0 0 0 0.2 

地球科

学専攻 

学外出身者 0 0 0 2 1 0.6 

うち留学生 0 0 0 0 1 0.2 

生物圏 

環境科

学専攻 

学外出身者 3 2 2 3 0 2 

うち留学生 2 2 2 2 0 1.6 

小計 7 2 4 7 2 4.4 

工

学

領

域 

電気電

子シス

テム工

学専攻 

学外出身者 3 1 1 1 2 1.6 

うち留学生 2 1 1 1 2 1.4 

知能情

報工学

専攻 

学外出身者 4 6 11 7 13 8.2 

うち留学生 2 5 7 5 12 6.2 

機械知

能シス

テム工

学専攻 

学外出身者 5 1 3 2 3 2.8 

うち留学生 3 0 1 2 1 1.4 

学外出身者 0 1 0 0 3 0.8 
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③改組前の組織全体の入学者の実績

本学環の連係元の研究科の改組前の組織である医学薬学教育部修士課程及び博士前期課

程及び理工学教育部修士課程の入学者については，平成28年度から令和２年度の５年間の

内訳は表３のとおりである。5年間の平均入学定員充足率は，医学薬学教育部で1.00倍，理

工学教育部で1.25倍となっており，十分な入学定員充足率を確保している。 

上述のとおり，本学環の入学者の属性については基本的には改組前の組織とほぼ同じと

なることを想定している。また，本学環への入学者数について，総合医薬学研究科と本学環，

理工学研究科と本学環の入学定員比率を踏まえて按分すると，医学薬学教育部の実績にお

いては８名（66名×8/66名），理工学教育部の実績においては約27.4名（272名×29/288名）

の計約35.4名が本学環に進学することがおおよそ想定される。また，平成30年度に都市デザ

イン学部を新設したことに伴い理工学研究科の入学定員は，現在の理工学教育部の入学定

員より71名増加し，288名とする予定であり，令和４年度以降は，理工学教育部の過去5年

間の平均入学数272名よりも多くの学生が入学することが見込まれる。さらに，これに加え，

本学環には，文系の既存研究科である人間発達科学研究科及び芸術文化学研究科から専任

教員が参画しており（他研究科は担当しない），両教育部実績以外の学生獲得も可能である。

前述の学内学生に対するアンケート結果から想定される進学者の数も踏まえると，定員充

足する水準にあると考えられる。 

表３ 医学薬学教育部（修士課程，博士前期課程）及び理工学教育部（修士課程）の過去5

年間の入学志願状況 

教育

部 
専攻名 

平成 28

年度 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和２

年度 
平均 

医 

学 

薬 

学 

教

育
部

医科学

専攻 

志願者数 11 3 10 6 5 7 

受験者数 11 3 10 6 4 7 

合格者数 11 3 10 6 3 7 

生命工

学専攻 
うち留学生 0 1 0 0 1 0.4 

環境応

用化学

専攻 

学外出身者 2 1 3 2 4 2.4 

うち留学生 2 1 3 1 3 2 

材料機

能工学

専攻 

学外出身者 1 0 2 1 1 1 

うち留学生 1 0 2 1 1 1 

小計 15 10 20 13 26 16.8 

合計 22 12 24 20 28 21.2 

総計 51 27 46 36 32 38.4 
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入学者数 11 3 9 6 2 6 

入学定員 15 15 15 15 15 15 

入学定員充足率 0.73 0.20 0.60 0.40 0.13 0.41 

看護学

専攻 

志願者数 11 11 8 8 8 9 

受験者数 11 11 8 8 7 9 

合格者数 11 10 8 8 7 9 

入学者数 9 8 8 7 7 8 

入学定員 16 16 16 16 16 16 

入学定員充足率 0.56 0.50 0.50 0.44 0.44 0.49 

薬科学

専攻 

志願者数 71 51 60 69 55 61 

受験者数 71 48 56 69 54 60 

合格者数 61 44 52 62 50 54 

入学者数 59 43 50 59 47 52 

入学定員 35 35 35 35 35 35 

入学定員充足率 1.69 1.23 1.43 1.69 1.34 1.47 

医学薬

学教育

部合計 

志願者数 93 65 78 83 68 77 

受験者数 93 62 74 83 65 75 

合格者数 83 57 70 76 60 69 

入学者数 79 54 67 72 56 66 

入学定員 66 66 66 66 66 66 

入学定員充足率 1.20 0.82 1.02 1.09 0.85 1.00 

理 

工 

学 

教 

育 

部 
理学 

領域 

志願者数 106 98 116 98 84 100 

受験者数 104 94 112 93 80 97 

合格者数 95 86 95 86 74 87 

入学者数 84 76 87 77 61 77 

入学定員 64 64 64 64 64 64 

入学定員充足率 1.31 1.19 1.36 1.20 0.95 1.20 

工学 

領域 

志願者数 216 202 221 234 225 220 

受験者数 210 200 215 227 221 215 

合格者数 197 192 211 218 211 206 

入学者数 192 178 199 205 202 195 

入学定員 153 153 153 153 153 153 

入学定員充足率 1.25 1.16 1.30 1.34 1.32 1.28 

理工学

教育部

合計 

志願者数 322 300 337 332 309 320 

受験者数 314 294 327 320 301 311 

合格者数 292 278 306 304 285 293 
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入学者数 276 254 286 282 263 272 

入学定員 217 217 217 217 217 217 

定員充足率 1.27 1.17 1.32 1.30 1.21 1.25 

３）学生納付金設定の考え方

「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に基づき，本学が定める「富山大学

における授業料その他の費用に関する規則」（資料２）のとおり，入学料282,000円，授業

料年額535,800円を設定する。 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

  本学環は，学生確保に向け，養成する人材像や当該人材を育成するための特徴的なカリ

キュラム等を紹介すべく，学環としての公式ウェブサイトを開設するほか，パンフレット

を作成し，学内外に配布する。また，本学が大学院進学・入学説明会を，会場形式・オン

ライン形式の両方で開催し，積極的に広報するとともに，本研究科の魅力を積極的にアピ

ールする。 

表４ 医薬理工学環における学生確保に向けた取組 

周知対象 周知方法 

本学の医学部，薬学部，理

学部，工学部，都市デザイ

ン学部，その他の学部

主に理系学部学生に対して，各学部及びそれぞれの各研究室から全学

生に本学環が開設されること，入学試験，教育内容，取得できる学

位，主たる進学先，期待される就職先・職種，奨学金制度等を周知す

る。 

他大学の理工系学部学生 

北陸の大学および富山県に U ターン・I ターン就職者を数多く輩出し

ている全国の大学にポスター等を配布し，本学環が開設されること，

入学試験，教育内容，取得できる学位，主たる進学先，期待される就

職先・職種，奨学金制度等を周知する。 

高校生およびその保護者 

富山大学の公式ウェブサイト上で本学環開設の周知を行う。また，同

ウェブサイトから本学環ウェブサイトへのリンクを張る。本学環のウ

ェブサイトでは，入学試験，教育内容，取得できる学位，主たる進学

先，期待される就職先・職種，奨学金制度等を解説する。 

富山県内外の企業等 

富山大学ウェブサイト上で本プログラム開設の周知を行う。また，同

ウェブサイトから本学環ウェブサイトにリンクを張る。本学環のウェ

ブサイトでは，企業等に勤務する社会人の入学を促すとともに，入学

試験，教育内容，取得できる学位，主たる進学先，奨学金制度等を解

説する。また，富山県商工労働部，富山県新世紀産業機構，経済産業

省中部経済産業局等の協力を得て上記の内容を地域企業に周知しても

らう。 

学生の確保の見通し等 - 8



２ 人材需要の動向等社会の養成 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

医薬理工学環は，医学，薬学，理学及び工学を総合した特色ある教育と研究を礎とし，

幅広い知識を基盤とする高い専門性と人間尊重の精神を基本とする豊かな創造力を培い，

学術研究の進歩や社会に積極的に貢献できる総合的な判断力を有する専門職業人又は教

育研究者としての人材を育成することを目的とする。各プログラムの養成する人材像に

ついては次のとおりである。 

①創薬・製剤工学プログラム

創薬・製剤に重点を置いた専門的教育により，薬の探索，合成から体内動態試験，安全

性試験，製剤化を経て臨床試験に至るまでの医薬品開発プロセスを学修し，得られた知識

と技術を応用して創薬・創剤科学をはじめとする薬学領域において活躍できる研究者・技

術者及び医薬品開発を実践できる人材を養成する。 

②応用和漢医薬学プログラム

医薬学と理工学の融合的教育により，和漢薬を活かした新しい医薬品の創生，創薬資源

の開発，植物性医薬品等のレギュレーション，分子から臓器連関までを網羅した病態解析

に関する特徴ある専門的教育を実施し，俯瞰力，実践力，応用力を養う。これにより，和

漢医薬学の特徴を活かした治療法の開発，製品の開発・管理ができる研究者，教育者，技

術者，及び審査官を養成する。 

③認知・情動脳科学プログラム

認知・情動脳科学を中心とした神経科学分野の研究を遂行するにあたり，それを支える

生命科学，工学，人文科学などの基礎的能力を有する人材，脳神経科学，認知科学，生命

科学分野での専門的及び学際的な物事に深い興味を持ち，高度かつ最先端の研究を遂行

する意欲がある人材，自らの専門領域において，解決すべき課題を設定できる人材，自ら

の専門性のみならず，その周辺領域にも強く関心を持つ人材，及び一般的な倫理観，道徳

観を身に付けている人材を養成する。 

④メディカルデザインプログラム

基礎から臨床・社会実装に至る幅広い観点から医学・福祉・看護学・理工学等の基礎的

な考え方と知識，疾病の予防・病態解明・診断・治療・社会復帰に関する医工学の知識と

研究手法を修得し，実践的な研究活動とプレゼンテーション能力を身に付け，医療・福祉

の現場と企業を橋渡しして先端的な医療・福祉機器・サービスの研究開発を担うことがで

きる人材を養成する。 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

１）医薬理工分野に関する国際的状況・動向

①創薬・製剤工学プログラム

近年，がんや様々な疾患に対する薬物治療法の開発が進んでおり，低分子からペプチド，

抗体，核酸に至るまで様々な分子が利用されるようになってきた。これら多様な大きさと
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特性を有する分子が安定かつ最大限に効用を発揮するためには，製剤技術の革新が急務

である。新型コロナウイルスに対するmRNAワクチンに代表される，ナノ粒子を用いたド

ラッグデリバリーシステム（DDS）など，製剤技術の革新は今後の医療を支える上で不

可欠であり，そのためには，医薬理工の様々な視点から創薬・製剤の研究・開発を進める

ことのできる人材を養成することが極めて重要である。 

②応用和漢医薬学プログラム

超高齢化社会を迎えた先進国では，健康寿命の延伸が重要な課題となっている。漢方

薬など和漢薬は，疾病予防や高齢者疾患の治療に広く用いられている実績がある。西洋

薬では効果が限定的な疾病に対しても効果が期待できることや，高齢者の西洋薬の多剤

併用問題に対処できるなど，和漢薬には大きな特徴と発展性がある。 

遺伝子治療や抗体医療に向かいつつある世界の医療動向の中にあっても，生薬を用い

て治療する伝統医学への注目は高い。それゆえ，作用機序の複雑性を解明することや，

治療効果の科学的エビデンスを一層蓄積することが求められている。そのためには，和

漢薬の成分多様性・複雑性の特徴を解析し，同時に和漢薬が作用する生体側の複雑性を

解析し，その相互作用，因果関係を明らかにしていく技術と幅広い知識が必要とされる。 

また，生薬資源の枯渇化に対処することは世界的規模での課題であるが，天然物資源

の持続性と多様性を担保し，医療に取り入れていくためには，品質の分析や，生薬栽培

化技術の開発，成分生産法，化合物合成法の開発が非常に重要である。 

③認知・情動脳科学プログラム

ヒトの脳機能とその作動原理の解明は，生命科学の最後のフロンティアと位置付けら

れており，その達成はヒトの心を理解し，脳神経疾患の診断・治療・予防につながる発展

性を有し，新たな人工知能の創出などにつながる幅広い挑戦的課題である。21世紀は「脳

の世紀」とも言われ，20世紀の終わり頃からこの20-30年余りの間に脳科学研究は，従来

の解剖形態学や神経生化学や神経生理学に，新たな研究手法としての分子遺伝学，動物モ

デル，機能画像解析学，再生医学，人工知能などが導入されたことにより飛躍的な進歩を

遂げ，脳の生理機能のうち神経新生，神経回路発達，感覚，運動，情動，記憶，学習，注

意，意思決定，意識と無意識などの機序と原理について膨大な知見が集積されるようにな

った。 

④メディカルデザインプログラム

高齢化の進展や新興国の国際需要の拡大を受け，医療機器のグローバル市場は，拡大傾

向にある一方，我が国の医療機器は毎年1兆円規模の輸入超過が続いている。 

その中で，衣料，自動車，建築物などに不可欠な部品・部材を全国に供給している，県

内の金属・樹脂等の精密加工企業の多くが，技術力を活かして価格が廉価であることより

も高品質であることを重視される医療・福祉機器の分野への参入を検討していた。同様の

模索は，富山の自動車用ベアリングや産業ロボットを手がける企業，スポーツ衣料企業，

業務用ソフトウエア企業も行っている。 

我が国にとっては伸び代のある産業分野であることから，富山県内の企業を含めて，我
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が国の多くの企業が医療・福祉機器・サービス分野への参入を熱望している。 

２）医薬理工分野に関するわが国における状況

①創薬・製剤工学プログラム

富山県は，江戸時代から始まる配置薬業から続く国内でも有数の医薬品製造拠点であ

り「くすりの富山」として全国的に知られてきた。美しく豊かな自然，地震や台風などの

自然災害の少ない地理，陸海空にわたり整備された交通網などの強みにより，近年，医薬

品の研究開発・製造拠点としてさらに注目が高まり，医薬品生産額は過去最高額を更新し

ている。 

「くすりの富山」として有名な，富山県の医薬品産業の興りは諸説あるが，広く全国に

名を知らしめたのは，江戸時代（文化13年（1816年））に，半官半民の形で「反魂丹役所」

が設けられ，①富山藩から全国へ流通していく配置薬の品質等の統制が行われたこと，②

売薬の旅先領との交渉において藩権力によるバックアップが行われたことなども寄与し

ていると考えられている。 

優良な原料を使い，安定した品質を有する富山の配置薬は，「売薬さん」（配置販売業者）

の手により富山藩から全国へその販路を広げるとともに，得られた利益は富山の地場産

業活性化に投資され，明治以降，製薬企業の設立，薬業学校（現在の富山大学薬学部）の

開設，電力会社の設立，銀行の設立など現在の富山県の発展の礎を築いてきた。 

県内製薬企業は着実に配置薬の生産量を伸ばし，高度成長期を経て導入されていった

国民皆保険制度などの医療制度の流れにあわせ，医療用医薬品（新薬やジェネリック医薬

品）の製造，一般用（OTC）医薬品の製造，配置薬製造で培った高度な製剤技術を活用し

た特殊製剤の製造などに，各社の強みを活かしながら取り組んできた。 

国内全体を見渡すと，新薬やジェネリック医薬品を開発・製造する多くの製薬企業が存

在し，国内外での競争力を強化してきているが，世界の巨大製薬企業と比較すると規模は

小さい。したがって，新規候補薬物を有するだけでなく，独自の製剤技術を開発すること

も企業価値を高める上で重要である。また，低分子医薬品に加え，抗体医薬品や核酸医薬

品などのバイオ医薬品の開発が進展し，加えて細胞医薬，再生治療など，モダリティの多

様化が進んでおり，それぞれに対応できる製剤技術の開発も急務である。加えて，医薬品

に関連する法令を十分に理解し遵守できる人材育成が必須であり，大学院でのきめ細や

かな教育・研究指導を通して，学生に高い倫理観を醸成させることが重要である。 

②応用和漢医薬学プログラム

高齢化社会が進む我が国において，健康寿命の延伸は社会的要請が極めて高い課題で

あり，それに解決策を与える学術・技術の発展が求められている。富山大学は，長い歴

史を有する和漢医薬学総合研究所を擁し，和漢医薬学の教育・研究を特色とした学術機

関としての役割を果たし，専門教育を受けた人材を国内外に数多く輩出してきたという

実績がある。また，富山オリジナルブランド和漢薬製剤の開発・支援を通じて薬業界の

活性化にも寄与してきた。この実績を鑑み，さらに社会の要請に応えるため，和漢医薬
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学総合研究所を2020年4月に改組し，和漢薬を活かした創薬，生体の複雑性の解析，未病

の解明といった特長ある戦略によって，新しい切り口から次世代医療を創生するという

目標を掲げ，植物性医薬品の開発，漢方薬の効能拡大を目指した基礎研究と臨床研究の

推進，天然物由来の化合物を基盤とした新規医薬品開発を分野融合的に進めている。こ

れら，和漢薬を活用した創薬研究には，創薬資源開発，有機合成，レギュレーションの

観点での取組を充実させることが不可欠である。 

③認知・情動脳科学プログラム

脳神経系の疾患として神経細胞死などの器質的病変を伴う認知症，てんかん，脳血管障

害などの患者が我が国では700万人以上，統合失調症やうつ病などの精神疾患の患者が

400万人以上あり，健康福祉及び社会経済的観点から克服すべき課題となっている。これ

らの疾患は根本的治療法がないとされてきたが，脳科学研究の進展により疾患の発症機

構について理解が深まり，さらに脳科学研究がこれらの疾患の診断，治療，予防に貢献す

ることが期待されている。脳は多様な神経細胞が回路を形成し，それらを支持するグリア

細胞や血管から構成される複雑系である。また脳神経系は刺激入力依存的に性質の変化

が起こる可塑性を備えていることから，常に動的に変化するシステムである。従って，こ

れらの性質を持つ脳科学研究を進めるためには，脳科学以外の生命科学や臨床医学など

の幅広い研究分野の知識と協力が必要となってきている。 

④メディカルデザインプログラム

前述のとおり，富山県の地域的特性として，基幹産業である医薬品産業が活発である

ことに加え，富山県には精密な金属・樹脂加工を行う製造業者が集積しており，これら

の企業が業績改善のために付加価値が高い製品づくりが可能な医療・福祉機器・サービ

スの分野への参入を熱望している。また我が国の医療機器は毎年1兆円規模の輸入超過が

続いており，全国的にも医療・福祉機器・サービスの開発・製造を発展させることが国

の急務となっている。しかしながら，富山県の製造業者は部品サプライヤーが多く，最

終製品としての医療・福祉機器・サービスを開発するノウハウが不足している。そのた

め，「新・富山県ものづくり産業未来戦略」において新たな成長産業として「ヘルスケア

産業」が位置づけられるとともに，令和元年12月には，産官学連携により「とやまヘル

スケアコンソーシアム」を設置し，新たな技術や製品の開発，製品の高付加価値化を目

指し，研究開発・人材育成に取り組んでいる。そのためにも本学における教育研究体制

の更なる構築を図るために，これまでの「大学院理工学教育部修士課程ファーマ・メデ

ィカルエンジニア養成プログラム」及び地域の産学官金連携組織「メディカルデザイン

研究プロジェクト」における実績を基盤として，医学・福祉の基礎に関する教育を充実

させるとともに，工学と医学・福祉の学際的領域の修得に専念できるカリキュラムを編

成することで，横断的知識・視野を有した医療・福祉関連分野のニーズにマッチした人

材を効率的に育成することが求められている。 
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３）医薬理工分野に関する社会的ニーズ

理工系学部・大学院，創薬科学科・創薬科学専攻を卒業・修了した者を 2 名以上採用した

企業等，又は１名採用で富山県，石川県，愛知県に本社又は事業所等がある企業等 428 社・

機関を対象として，富山大学大学院修士課程（主に理系大学院）に関するアンケートを実施

した（資料３）。回答数：73 社・機関 回答率：17.0％である。 

富山大学大学院修士課程（主に理系大学院）に関するアンケート結果（抜粋） 

１．調査の概要 

問．大学院創薬・製剤工学研究科連係課程において，医薬学系と理工学系との連係により医

薬品研究開発プロセスを学び実践できる教育を評価しますか。該当するものを選択し

てください。 

評価 回答数 

とても評価できる 34 

少し評価できる 15 

どちらともいえない 12 

あまり評価できない 1 

まったく評価できない 0 

分からない 10 

合計 72 

問．大学院創薬・製剤工学研究科連係課程の設置構想は，客観的に判断して評価できますか。

該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 33 

少し評価できる 16 

どちらともいえない 12 

あまり評価できない 1 

まったく評価できない 0 

分からない 10 

合計 72 

問．大学院応用和漢医薬学研究科連係課程において，和漢医薬学に関する専門的知識だけで

なく，理工学系と医薬学系との連係により，生命現象や創薬工学を深く多面的に学ぶ教

育を評価しますか。該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 34 
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少し評価できる 15 

どちらともいえない 13 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 10 

合計 72 

問．大学院応用和漢医薬学研究科連係課程の設置構想は，客観的に判断して評価できますか。

該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 32 

少し評価できる 14 

どちらともいえない 16 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 10 

合計 72 

問．大学院認知・情動脳科学研究科連係課程において，神経科学での専門的知識だけでなく，

理工学系と医薬学系との連係により，認知科学や人工知能，さらに中枢神経作用薬開発

などを深く多面的に学ぶ教育を評価しますか。該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 33 

少し評価できる 18 

どちらともいえない 12 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 1 

分からない 8 

合計 72 

問．大学院認知・情動脳科学研究科連係課程の設置構想は，客観的に判断して評価できます

か。該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 32 

少し評価できる 13 

どちらともいえない 18 
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あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 9 

合計 72 

問．大学院メディカルデザイン研究科連係課程において，医療・福祉機器・サービス開発に

関する工学系の知識に加えて，医療・福祉に関する基礎知識を，医学・病院関係者の協

力に基づく正規の教育課程として体系的に身に付けさせる教育について評価しますか。

該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 27 

少し評価できる 20 

どちらともいえない 14 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 1 

分からない 10 

合計 72 

問．大学院メディカルデザイン研究科連係課程の設置構想は，客観的に判断して評価できま

すか。該当するものを選択してください。 

評価 回答数 

とても評価できる 25 

少し評価できる 21 

どちらともいえない 16 

あまり評価できない 0 

まったく評価できない 0 

分からない 10 

合計 72 

※アンケート調査実施時点ではプログラムをそれぞれ１つの連係課程として構想していた。 

上記のアンケート結果から，本学環の各プログラムの設置構想に対し，客観的に判断して

「評価できる（６項目中「とても評価できる」「少し評価できる」を選択）」された割合は，

62.5％～68.0％と肯定的な評価を得ている。また，本設問に対し，「どちらともいえない」

又は「分からない」との答えが一定程度見られたが，「評価できない（６項目中「あまり評

価できない」「まったく評価できない」を選択）」とした評価は，288意見中１件とほとん
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ど見られないことを踏まえて，今後も丁寧に説明を行い，また人材を育成・輩出していくこ

とで本学環への評価を高めていくことができるものと考えている。 

４）社会的，地域的な人材需要の動向を踏まえた医薬理工学環における人材育成の必要

性 

①創薬・製剤工学プログラム

富山県は，300年を超える歴史と伝統，高い技術を有した多くの製薬企業を擁し，全国ト

ップクラスの生産拠点を形成し製薬業が基幹的産業の大きな柱の１つとなっている。こう

した中2018年６月に地方を担う人材の確保・育成や東京一極集中を是正することを目的と

した内閣府の地域大学・地域産業創生地方創生事業に，富山県の「くすりのシリコンバレー

TOYAMA」創造計画が採択され，本学は富山県立大学と共に医薬品産業の振興と医薬品産

業を支える人材の育成を担っている。特に，この事業の中で創薬・製剤，和漢薬の研究開発

の歴史と実績を持つ本学は，大学改革を進め人材育成の一翼を担う。 

さらに，本学では令和２年度に富山県内外の企業，官公庁を対象とした人材ニーズに関

するアンケート調査を行った（有効回答数： 73団体）（資料３）。本プログラムの設置を「と

ても評価できる」，「少し評価できる」と回答した団体はそれぞれ45.8 %，22.2 %，計68.0 %

に上った。また，これらの団体は拠点を富山県，石川県，岐阜県，愛知県に置いている。

このうち広い分野にまたがる31.9 %の団体が本プログラムの修了者を雇用したいと回答し

ている。これらの結果は，本プログラム修士課程が地域の産業・行政界の人材ニーズにマ

ッチしているとともに，本プログラム修士課程修了者の出口が十分に確保されていること

を示している。 

②応用和漢医薬学プログラム

和漢薬は，すでに現代の医療において重要な役割を担っているが，新たな有用性や科学

エビデンスなど，解明されるべき課題が多くある。また和漢薬を基盤にした新しい創薬は，

今後ますます期待される発展性の高い研究領域である。加えて，和漢薬の研究は，先制予

防医療の進歩や，生体の複雑系と未病状態の解明を推し進めることに直結し，健康寿命延

伸の実現に大きく貢献するものである。この発展性を鑑み，裾野を拡大して優秀な人材を

育成・社会に輩出し，この学術分野の社会的プレゼンスをさらに高めていくという好循環

を形成することが肝要である。医薬学と理工学の融合的教育により，幅広い知識を基盤と

した和漢医薬学を応用できる専門性の高い知識と技術を授け，和漢医薬学研究に基づいた

医薬品開発とレギュレーション，未病研究に基づいた健康・医療の創生などを行える薬科

学関連領域の研究者・教育者・技術者，及び審査官（行政官）など，和漢医薬を含めた伝

統医薬からの創薬と人々の健康維持，並びに学術研究の進歩に貢献できる人材を育成する

ことが求められている。 

さらに，本学では令和２年度に富山県内外の企業，官公庁を対象とした人材ニーズに関

するアンケート調査を行った（有効回答数： 73団体）（資料３）。本プログラムの設置を「と
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ても評価できる」，「少し評価できる」と回答した団体はそれぞれ44.4 %，19.4 %，計63.8 %

に上った。これらの団体は拠点を富山県，石川県，岐阜県，愛知県に置いている。また，

広い分野にまたがる26.4 %の団体が本プログラムの修了者を雇用したいと回答している。

これらの結果は，本プログラム修士課程が地域の産業・行政界の人材ニーズにマッチして

いるとともに，本プログラム修士課程修了者の出口が十分に確保されていることを示して

いる。 

③認知・情動脳科学プログラム

近年，長寿社会における認知症や，青少年の情動や行動異常による問題が増加している。

脳は，遺伝子発現誘導される種々の分子，胎内環境，出生後の外界（社会的）環境など様々

な要因の影響下で一生涯発育していく唯一の器官である。これら脳内の物質的過程の異常

が，情動や行動の異常をもたらし，逆に情動や行動異常は，これらの物質的過程に影響を

及ぼして脳構造だけでなく身体生理機能をも変化させる。先進諸国で急速に問題化しつつ

ある精神障害や情動・行動異常について，分子・細胞・システム行動レベルにおける基礎

医学の各専門分野や，臨床医学，人文社会学を含む学際的な研究アプローチから俯瞰し，

自ら対処できる高度医療人や先端的な脳科学者を育成することが求められている。 

さらに，本学では令和 2 年度に富山県内外の企業，官公庁を対象とした人材ニーズに関

するアンケート調査を行った（有効回答数： 73 団体）（資料３）。本プログラムの設置を「と

ても評価できる」，「少し評価できる」と回答した団体はそれぞれ 44.4 %，18.1 %，計 62.5 %

に上った。これらの団体は拠点を富山県，石川県，岐阜県，愛知県に置いている。また，広

い分野にまたがる 38.9 %の団体が本プログラムの修了者を雇用したいと回答している。こ

れらの結果は，本プログラム修士課程が地域の産業・行政界の人材ニーズにマッチしている

とともに，本プログラム修士課程修了者の出口が十分に確保されていることを示している。 

④メディカルデザインプログラム

富山県の金属・樹脂加工をはじめとする製造業企業は医療・福祉機器・サービスの最終製

品の分野への参入を目指しているところが多く，富山県新世紀産業機構はヘルスケア産業

研究会を開催し，こうした企業を後押ししている。一方，富山県商工労働部，富山県新世紀

産業機構，経済産業省中部経済産業局を通じて，これら地域産業界の要望を実現するために

本学が寄与するよう要請が届いていた。そこで，本学研究推進機構では産学官金連携「富山

大学メディカルデザイン研究教育プログラム」を平成 30 年度から試行した。同プロジェク

トでは本学の執行部，附属病院教職員，工学部教員，富山県商工労働部，経済産業省中部経

済産業局，北陸銀行が地域産業界の要望を聴取・分析し，要望に応じて地域企業に医療・福

祉機器・サービスの開発ノウハウを教授する一般公開イベントを実施した。平成 30～令和

元年度に 4 回のイベントを開催し，最近注目されている開発手法であるバイオデザインの

方法論や医療・福祉機器の事業化のノウハウを講義したほか，附属病院リハビリテーション

部等の医療・福祉の現場を見学し，現場のニーズを探索するワークショップを行った。これ
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らイベントには延べ 53 社もの富山県内外の企業が参加した。これらの事実は地域産業界の

動向（地域企業の多くが医療・福祉関連分野へ参入しようとしていること）の客観的証拠で

ある。さらに，イベント参加者に対するアンケートで，殆どの企業から 1～数回のイベント

参加だけでは医療・福祉関連分野に参入するために十分な知識が得られないため，本学に何

らかの定期的・永続的な学修の場を設けてほしいとの要望が上がった。本学環修士課程は，

2 年間にわたりこれらの知識を広く深く学修した人材を地域企業に輩出し，また企業の開発

担当者を社会人学生として受け入れることによって，地域企業の要望に応える教育組織と

なることが期待される。 

一方，医療・福祉機器・サービスの開発の一端を補助できる人材を育成する試みとして，

本学大学院では「理工学教育部修士課程ファーマ・メディカルエンジニア養成プログラム」

（PME プログラム）を平成 26 年度から実施してきた。PME プログラムは文部科学省特別

経費プロジェクトであり，本学の大学院医学薬学教育部に加えて地域の医薬品，医療・福祉

の先進企業，富山県商工労部等，富山県薬業連合会が実施委員として運営に参加している。

理工学教育部修士課程のあらゆる専攻の学生が，自専攻のカリキュラムに加えて医療・福祉

及び医薬品産業の基礎を学修し，これら産業分野に就職する足がかりを提供するしくみで

ある。平成 26～令和元年度においては，毎年度に 19～50 人の学生が PME プログラムに新

規参加し，PME プログラムを履修した修士号学位取得者（大学院博士課程進学者を除く）

147 名の 61％が医療・福祉・医薬品関連企業・機関に就職している。これら医療・福祉関連

企業に就職した学生の多くが，本学環に参画する研究指導教員の研究室の出身者である。こ

の事実は，本学で工学と医療・福祉につながる専門を学際的に学修した修士号取得者に対す

る医療・福祉関連産業企業の人材ニーズが極めて高いことを客観的に示している。なお，

PME プログラムを履修する学生の中には，自専攻と PME プログラムの両方の授業を履修

する負担が大きく，PME プログラムで提供する教育カリキュラムの消化が困難な事例も見

られた。本プログラムでは医薬系教員や附属病院教員による医学・福祉の基礎に関する教育

を充実させ，しかも工学と医学・福祉の学際的領域の修得に専念できるカリキュラムを編成

することで，医療・福祉関連分野のニーズにマッチした人材を効率的に育成することを目指

している。 

さらに，本学では令和 2 年度に富山県内外の企業，官公庁を対象とした人材ニーズに関

するアンケート調査を行った（有効回答数： 73 団体）（資料３）。本プログラムの設置を「と

ても評価できる」，「少し評価できる」と回答した団体はそれぞれ 34.7 %，29.2%，計 63.9 %

に上った。これらの団体は拠点を富山県，石川県，岐阜県，愛知県に置いている。また，広

い分野にまたがる 32.0 %の団体が本プログラムの修了者を雇用したいと回答している。具

体的には，学術研究，専門・技術サービス業 1 社，卸売業・小売業 1 社，地方自治体 1 団体

が「積極的に雇用したい」，教育・学修支援業 2 社，製造業８社，金融業・保険業１社，情

報通信業１社，卸売業・小売業３社，電気・ガス・熱供給・水道業３社，建設業１社，官公

庁１団体が「どちらかと言えば雇用したい」と回答している。これらの結果は，本プログラ

ム修士課程が地域の産業・行政界の人材ニーズにマッチしているとともに，本プログラム修
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士課程修了者の出口が十分に確保されていることを示している。 

 

 

５）関係業界との連携体制 

①創薬・製剤工学プログラム 

本プログラムでは創薬・製剤開発の実践を身に付けるため，「特別実習」として，製薬企 

業において製剤開発，品質管理及び創薬研究開発に関するインターンシップを行う。 

富山県内の製薬企業に２週間のインターンシップを申し込み，創薬・製剤開発に関する研 

究，開発，製造管理，品質管理などの業務を有機的に結びつけたインターンシップを実施す

ることにより，将来製薬企業で活躍できる即戦力の創薬・製剤研究者・技術者を育成するこ

とを目標とする。授業計画は，製薬企業における創薬・製剤開発に関する研究，開発等の業

務を企業の研究員と共に行い，高度な価値ある創薬・製剤の開発手法を習得する。 

 インターンシップ実施等のため，富山県内の製薬企業，また業界団体である富山県薬業合 

会と連携を深めている。 

 

②応用和漢医薬学プログラム 

本プログラムの主体となる，和漢医薬学総合研究所は，和漢薬の資源開発やレギュレーシ

ョンに関わる教育と研究を強化するために，国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

及び国立医薬品食品衛生研究所と協力関係を結び，同所から客員教授を招聘するなど，教育

面，研究面での連携を図っている。また，伝統医学に関わる研究をグローバルに高い水準で

維持・発展させるために，和漢医薬学総合研究所は 3 カ国・4 機関との間に国際協力拠点

（ICC）を形成するとともに，8 カ国・16 機関と部局間協定を締結している。ICC である北

京大学（中国），チュラロンコン大学（タイ），カイロ大学（エジプト）から客員教授を招聘

して国際共同研究や学生交流を進め，またソウル大学（韓国）との定期的なジョイントシン

ポジウムを開催するなど，国際共同研究体制を構築している。 

 

③認知・情動脳科学プログラム 

認知・情動脳科学プログラムの主体となる現行の医学薬学教育部医科学専攻及び生命融

合科学教育部，認知・情動脳科学専攻（４年制博士課程）では，国内外の学術機関との共同

研究，国際交流締結校（大学間40校，医学部12校）との研究交流，国内外の企業等などから

の受託研究（令和2年度33件）などを進めている。また個別の共同研究課題として富士フイ

ルム（富山化学）株式会社との精神神経疾患治療薬候補の作用研究や，地元の富士化学工業

株式会社とアルツハイマー病に対するアスタキサンチンの効果検証などの研究を進め，関

連業界との連携体制を構築している。 

 

④メディカルデザインプログラム 

令和４年度より本プログラムにおける教育内容を富山県内外の医療・福祉関連産業を手
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がける企業及び医療・福祉関連分野に参入を目指している企業等に広く周知・説明して，

求人を依頼する。また，集まった求人票等を参考に，各修了者に興味とスキルにマッチす

る職場を紹介する。これらのマッチングについては，産学官金連携のメディカルデザイン

研究プロジェクトで構築した富山県商工労働部や富山県新世紀産業機構等の支援を受ける。

さらに，本プログラムの専門科目講義「ファーマ・メディカルデザイン概論I」，「ファーマ・

メディカルデザイン概論II」においてはオムニバス形式で多くの富山県内外の医療・福祉機

器・サービスや医薬品を手がける企業に事業内容を紹介してもらい，学生のキャリアデザ

インと就業意欲の向上を図る。
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資料１
医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 
 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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資料３
医薬理⼯連係課程群 → 医薬理⼯学環 
創薬・製剤⼯学研究科連係課程 → 創薬・製剤⼯学プログラム 
応⽤和漢医薬学研究科連係課程 → 応⽤和漢医薬学プログラム 
認知・情動脳科学研究科連係課程 → 認知・情動脳科学プログラム 
メディカルデザイン研究科連係課程→ メディカルデザインプログラム 
 

⼈社芸術総合研究科            → ⼈⽂社会芸術総合研究科 
持続可能社会連係課程群          → 持続可能社会創成学環 
⽂理融合型データサイエンス研究科連係課程 → 社会データサイエンスプログラム 
グローバルSDGs研究科連係課程       → グローバルSDGsプログラム 

※本アンケートの実施時点から，研究科等の名称を変更している。アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係は以
下のとおり。 
◆アンケート実施時の名称と現在の名称の対応関係 
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